【2008脳外科復元】
問題１

髄液の主循環経路に関して正しい語句を（　　）内に記入しなさい

 

側脳室　→（　①　）　→　第三脳室　→　（　②　）　→　第四脳室　→　ルシュカ孔・（　③　）　→　脳槽・くも膜下腔　→　くも膜下粒　→　（　④　）

 

 
 
問題3
キアリ奇形に関して（）内に適切な数字を記入しなさい。
1.キアリ（）型は小脳扁桃のみが大孔から脊柱管内へ下方偏倚したものである。
2.キアリ（）型は水頭症・二分脊椎を合併することが多い。
3.後頭部脳瘍を伴うものはキアリ（）型である。
4.成人に多いものはキアリ（）型である。
5.小脳形成不全をみとめるものはキアリ（）型である。
 
問題５
脳腫瘍に関する説明文で、適切なものを2つ選びなさい。
１）感染経路としては、慢性中耳炎、慢性副鼻腔炎の波及が最も多い。
２）抗生物質は耐性菌の問題から短期間の投与が望ましい。
３）膿瘍に対する穿刺排膿ドレナージは、膿を周回に散布する可能性があり適切な治療法ではない。
４）ステロイド剤の使用は禁忌である。
５）感染源の治療や感染源における菌培養検査は治療上重要である。
 
 
問題６
高プロラクチン血症を伴う下垂体腺腫の症状として正しいものをすべて選べ。
a:乳汁分泌
b:無月経
c:不妊
d:視力障害(両耳側半盲)
e:多毛
 

問題７

下垂体腺腫手術後に「口渇、多尿」を主訴として著しく尿比重が低下する症候は何か書け。
 

問題８
神経鞘腫が最も多く発生するのはどれか
a.    第Ⅴ脳神経
b.    第Ⅶ脳神経
c.     第Ⅷ脳神経
d.    第Ⅸ脳神経
e.     第Ⅹ脳神経
 
」問題９　髄膜腫の好発年齢と性別でもっとも適しているのはどれか一つ選べ。
 
　1.　20歳-30歳男性
　2.　20歳-30歳女性
　3.　40歳-60歳男性
　4.　40歳-60歳女性
　5.　70歳以上男性
 

問題10．

片側顔面けいれんに関与する血管を２つ選べ。

a,中大脳動脈

b,後下小脳動脈

c,前下小脳動脈

d,上小脳動脈

e,脳底動脈

 

問題11
contre-coup injuryになりやすい打撲部位を一つ選べ。
 
(1)前頭部打撲
(2)側頭部打撲
(3)顔面打撲
(4)後頭部打撲
 

 

問題１２　　急性硬膜外血腫のCTscanで正しい記載をひとつ選べ。

 

　１、両側凸のhigh density

　２、両側凹のhigh density

　３、両側凸のlow density

　４、三日月状のhigh density

　５、三日月状のlow density

 

問題13.「バットで殴られ一時的に意識がなかったが、その後意識は回復した。しかしその３時間後に再び意識障害が出現した。再び意識障害が出現するまでの期間を何というか。」

 

⇒意識清明期（lucid interval）

 

問題14.前の問題の患者の頭部ＣＴを撮ったところ、右側頭部に急性硬膜外血腫、

左側頭部に脳挫傷を認めた。傷害部位はどこか。

１）前頭部

２）後頭部

３）右側頭部

４）左側頭部

５）顔面

 
問１６
小児に好発する代表的小脳腫瘍について、二つの疾患と治療法について簡単に述べよ。
 
 
問題17
成人に好発する代表的な悪性脳腫瘍について、その種類と治療法について簡単に述べよ
 
 
問題19.
67歳男性。右上肢三角筋麻痺、右上腕二頭筋反射消失、右膝蓋腱反射亢進を認め
る。考えられる診断は以下のどれか。すべて選べ。
1）C4/C5椎間板ヘルニア
2）C5/C6神経根の神経鞘腫
3）C4椎体レベルの脊髄髄内血腫
4）C5椎体レベルの脊髄空洞症
5）C3～C7までの分節型OPLL
 
問題21、意識障害の検査について、正しい記載を選べ。
1、開眼、発語、動きはない。GCS1点である。
2、返答はないが、容易に開眼し離握手指示には応じる。JCS10点である。
3、最も重篤な意識障害は、GCS15点、JCS300点である。
4、GCSは英国、JCSは米国で作成されたコーマスケールである。
5、GCSは軽度障害についての分類が細かく、JCSは重度障害についての分類が細かい。
 
問題22、正しい記載を２つ選べ。

１）頭蓋内圧亢進により高血圧、徐脈、呼吸低下となる。

２）Pin Pointの瞳孔は、橋出血、麻薬、抗コリン剤中毒を疑う。

３）代謝性意識障害のなかで最も頻度が高いのは、高血糖である。

４）ショックに伴う意識障害では、頭部ＣＴを撮影すべきである。

５）頭部単独での障害、疾患では通常ショックを伴わない。

 
 
 
問題24

ＭＲＩ撮影法で急性脳梗塞に描出能が最も優れる方法を一つ選べ。

（１）Ｔ１強調画像

（２）Ｇｄ増強Ｔ１強調画像

（３）Ｔ２強調画像

（４）拡散強調画像（ＤＷＩ）

（５）ＦＬＡＩＲ法

 

解答　（４）拡散強調画像

２００５年度問題２６と全く同じ問題

 
 
問題25

腰椎穿刺でえられた髄液の正常値（単位含む）を記せ

髄液圧（　）

グルコース（　）

蛋白質（　）

 

問26
脳血流に関する記載で誤りを一つ選べ。
(1)  血流量の単位はml/100g/分で表す。
(2)  安静時、全脳の正常血流量は40前後である。

(3)  血圧150mmHg以上では自動調節能で脳血流は一定に保たれる。

(4)  血中炭酸ガス濃度が上昇すると、脳血流は増加する。

(5)  脳血流が１５前後であっても３時間以上持続すると脳梗塞をきたす。

(6)   

問題27．

五十六歳女性。８月１日夕食時に突然強い前頭部痛および吐き気を自覚した。頭痛はその後も持続した。２・３日は出勤したが頭痛がひどく仕事はできなかった。４日起床時より左上肢の脱力感を自覚した。その後左上下肢の麻痺が明らかとなったので来院した。来院時緊急ＣＴを示す。

 

今朝からの症状の原因はどれか。

a脳動脈瘤再破裂

b水頭症

c脳浮腫

d髄膜炎

e脳血管攣縮

 

問題28

28

26歳男性、3ヶ月前に突然の後頭部痛、嘔吐、眩暈発作がありその後症状は増悪した。今朝より意識障害が出現したため救急車で来院。緊急頭部CTを示す。　CT像（右小脳部にhigh density）

 

設問1　可能性が高いものを2つ選べ

a,先天性水頭症

b,高血圧性小脳出血

c,脳動脈瘤破裂

d,脳動静脈奇形

e,脳動静脈奇形

f,脳腫瘍内出血

g,脳梗塞後の脳内出血

h,急性髄膜炎による水頭症

i,外傷性脳内出血による水頭症

j,正常圧水頭症

 

（deが重複のため試験中にeを消去するよう訂正）

 

 

設問2　この症例の対処で正しいのは

1.脳圧下降剤による内科的治療を施す

2.腰椎穿刺を施行し、脳脊髄液を排出することにより脳圧をコントロールする。

3.血管造影にて病因を選択し、その後治療を開始する

4.脳室ドレナージを施行し、脳脊髄液を排出することにより脳圧をコントロールする

5.緊急開頭手術を施行し血腫を除去する

 

 

問題29．
６４歳の男性。３日前に軽度の頭痛、左片麻痺があり、その後３回ほど同様の症状があった。神経学的異常はなく、ＣＴは正常。頸動脈側面の血管造影を示す。（図は2007年度の２６番に類似）
最も治療効果が確かとされる治療法はどれか。

 

１）　t-PA療法
２）　血管内ステント
３）　中大脳動脈塞栓摘出術

４）　頸動脈内膜切除術
５）　浅側頭動脈ー中大脳動脈吻合術
 

 
 

